
令和５年箕輪町告示第５６号 

 

 箕輪町ＰＰＡモデル導入推進協力金交付要綱を次のように定める。 

 

  令和５年４月１日 

 

        箕輪町長 白鳥 政徳 

 

   箕輪町ＰＰＡモデル導入推進協力金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、住宅等の屋根への太陽光発電設備の設置を促進することで、ゼ

ロカーボンを推進し、持続可能な社会を構築するため、ＰＰＡモデル活用者に対し、

予算の範囲内で協力金を交付することについて、箕輪町補助金等交付規則（昭和55

年箕輪町規則第21号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「ＰＰＡモデル」とは、発電事業者が町内の住宅の敷地内

に太陽光発電設備を発電事業者の費用により設置し、発電設備から発電された電気

を当該住宅に供給するものをいう。 

（交付対象者） 

第３条 協力金の交付の対象となる者は、次のいずれにも該当する個人とする。 

(１) 本要綱の施行日以降にＰＰＡモデルによる電力購入契約を締結し、自ら居住

する住宅又は当該住宅の同一敷地内に存する建築物への太陽光発電設備の設置が

完了していること。 

(２) 過去に本要綱による協力金の交付を受けていないこと。 

(３) 補助対象者及び補助対象者と同一世帯に属する者が、町税等を滞納していな

いこと。 

(４) 箕輪町暴力団排除条例（平成23年箕輪町条例第15号）に規定する暴力団若し

くは暴力団員又は警察当局から排除要請された者でないこと。 

（協力金の額） 

第４条 協力金の額は、１万円とする。 

（交付申請） 

第５条 協力金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、太陽光発

電設備の設置完了日が属する年度内に、箕輪町ＰＰＡモデル導入推進協力金交付申

請書兼請求書（別記様式）に次の各号に掲げる書類を添えて、町長に提出しなけれ

ばならない。 

(１) 契約書の写し 

(２) 設備の設置状況を確認できる写真 

(３) その他町長が必要と認める書類 

（交付の決定） 



第６条 町長は、前条の申請があったときは、これを審査し、適当と認めたときは、

申請者に通知するものとする。 

（交付決定の取消し等） 

第７条 町長は、協力金の交付を受けた者が虚偽その他の不正な手段によって協力金

の交付を受けたと認めるときは、交付決定を取り消すものとする。 

２ 町長は、前項の規定により協力金の交付決定を取り消した場合において、当該取

消しに係る協力金が既に交付されているときは、期限を定めて、その返還を求める

ものとする。 

（別記様式）（第５条関係） 

 


